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1．研究の背景と意義  

本研究に至った背景は「IT の高度化に伴う人工知能（以

下、AI）の発展」と「市場の成熟化」の 2点である。前者

により、私たちの生活は便利になる一方、パターン化でき

る業務はすべて AI に代替される懸念もある。後者は主に

先進国に広がるものであり、数多の製品やサービスが世に

溢れることで新しいモノやサービスが生まれにくくなっ

ている。このように AI の脅威、新価値が生まれにくい環

境から人間の創造的活動が減り、市場が衰退するのではな

いかと考えた。そこで AI による補助とイノベーションを

生むとされるデザイン思考により、人間の創造的活動を促

進できるかに興味を持ち本研究に至った。AI×デザイン思

考の活用方法・可能性を発見することで人間の創造的活動

の促進、人間の能力向上、新たなビジネス機会の創出に寄

与することを本研究の意義とする。  

2．研究目的・方法 
本研究の目的は第一に AI とデザイン思考各々の可能性

と限界を示すこと、第二にデザイン思考の思考プロセスに

着目し AI による支援の可能性を探ること、第三に AI×デ

ザイン思考が人間の創造的活動の促進、人間の能力向上、

ビジネス機会の創出に効果的かを考察、提案することを目

的とする。研究方法は文献調査、事例研究、企業向けアン

ケートの 3つから先行事例研究を行い、AI×デザイン思考

の可能性を探る。 

3．研究結果・考察 
 定めた 3つの研究目的における研究結果・考察は以下の

通りである。 

（1）AI とデザイン思考各々の可能性とその限界 

  AI は人間の思い込み（バイアス）を破壊する発見を

する可能性があるが、微妙な感情が検知できない点やデー

タが一定以上ある分野での活用に限られる点が限界とし

て挙げられる。 

デザイン思考は潜在的なニーズを見つけ新たなアイデ

アを創出することに優れていることから、成熟市場からの

脱却が図れる可能性がある。一方で、デザイン思考は市場

にユーザーがいて成立する理論のため、活用のフィールド

が既存市場に限られてしまうことが考えられる。 

（2）デザイン思考の思考プロセスに着目し AI による支援

の可能性を探る 

 LINE 株式会社、IBM、日立製作所などの企業事例とオー

ジス総研、SAP ジャパンへの企業アンケートから、AI×デ

ザイン思考の活用方法として①徹底観察＆共感プロセス

には「質の高いリサーチ」「バイアスの発見」②問題定義

プロセスには「問題点の設定」③創造プロセスには「アイ

デアのきっかけづくり」④試作プロセスには AI の活用は

不必要で人間がすべき範囲⑤検証プロセスには「問題点の

設定」に支援の可能性があることがわかった。 

（3）AI×デザイン思考が人間の創造的活動の活発化と人

間の能力向上と新しいビジネス機会を生む可能性に効果

があるか 

 デザイン思考がチームでの活用を前提としていること

から AI×デザイン思考はチームなどの組織の創造的活動

の促進に効果的だと明らかになり、それに伴い AI×デザ

イン思考は人間の能力向上に関して直接的に関与はしな

いものの、バイアスの発見やアイデアの発想の一助となる

ことが示された。新たなビジネス機会の創出については企

業がデザイン思考にその面での効果を期待している事実

やユーザーのいる既存市場での活用が可能なことから、既

存市場に限りイノベーションによる新たなビジネス機会

創出の可能性があることを導き出すことができた。 

4．結論 
AI×デザイン思考でチームとしての能力が向上したこ

とから、人間の創造的活動というよりは組織の創造的活動

が促進されることが明らかになった。また、人間の能力向

上に関しては、個人への直接的な作用は検証できなかった

が、デザイン思考の思考プロセスへの AI 活用は、課題解

決に向け人間の先入観を壊す発見や新たなアイデアを発

想するためのきっかけになり得るものとして可能性を秘

めていることを示すことができた。さらに、AI×デザイン

思考がビジネス機会を生むことについて、デザイン思考が

ユーザーのいる既存市場であれば有効に働くことや、ビジ

ネス機会を生むことについて企業がデザイン思考にその

可能性を期待していることから、既存市場であればイノベ

ーションによってビジネスチャンスを生み出せる可能性

があることが示された。 

図 デザイン思考×AI がもたらす効果 


